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令和６年度水道事業
決算と事業報告

災害時用の可搬型発電機を購入し、片無去浄水場との接続訓練を行いました。 

●水道事業の現状 

～料金改定から３年が経過して～
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●業務の状況 

 ６年度の給水人口は7,370人

となり、前年度に比べ 186 人

(2.5％)減、給水戸数は5,145戸

で13戸(0.3％)増、配水量は121

万3,863立方㍍で2万9,125立

方㍍（2.3％）減、有収水量は81

万1,905立方㍍で8,458立方㍍

（1.0％）減、有収率は 66.9％

で 0.9％増となりました。(表

１) 

●収益的収支の状況 

 収益(収入)は、3 億 459 万 5

千円となり、前年度に比べ

1,048万2千円(3.3％)減。使用

水量は、前年度に比べ家事用で

1.9％減、業務用は0.6％減、農

業用で 5.8％増など、全体では

1.0％の減となりました。（表２） 

費用(支出)は、2億 7,124 万

5千円となり、前年度に比べ112

万 9 千円(0.4％)増。主な内訳

として、人件費が2,262万9千

円で 5.0％増、委託料が 4,912

万 7 千円で 3.6％増、修繕費が

2,465 万 3 千円で 3.5％増、動

力費が1,888 万 7千円で1.6％

減、薬品費が2,204万9千円で

1.9％増、減価償却費が1億569

万 4 千円で 3.2％減、支払利息

が1,525 万 5千円で3.7％減と

なりました。 

この結果、3,335 万円の純利

益（黒字）(表３)となり、その

うち、800万円を減債積立金へ、

2,000 万円を建設改良積立金と

して積み立てました。 

●資本的収支の状況

 収入は、1億 1,685 万 3千円

となり、前年度に比べ3，701万

6 千円(46.4％)増。主に、企業

債が9,500万円で30.3％増、国

庫補助金が 1,003 万 4 千円で

163.8％増となりました。  

支出は、2億6,417 万 6千円

となり、前年度に比べ2,409万

9千円(10.0％)増。内訳として、

建設改良費が1億7,855万3千

円で15.8％増、企業債償還金が

8,562 万 3 千円で 0.3％減とな

りました。 

収支の不足額1億4,732 万 3

千円は、当年度分の損益勘定留

保資金、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額、積

立金の一部である建設改良積

立金及び減債積立金で補填し

ました。

水道料金改定から三年目。収益的収支（水道水をつくり、家庭などに送り届けるために必要な支出と、その

財源となる収入）と資本的収支（水道施設・配水管などの整備や更新に係る支出と、その財源となる収入）の

状況は以下決算の概要のとおりです。令和５年度の様な気温の影響による水道利用の増加はなく、全体の給水

収益が前年度と比べて減少傾向にありました（0.8％減）。その他、物価高騰による薬品費の増、水道管の漏水

などにより修繕費が増加したものの、諸経費の節減に努め、令和６年度も3,335 万円の黒字を維持することが

できました。 

令和６年度水道事業決算と事業報告 

決算の概要 

特 集 

表２　主な用途別の使用水量 (単位： 、％）

項目 5年度 6年度 増減率 増減

家 事 用 499,199 489,630 △ 1.9 △ 9,569
業 務 用 277,365 275,653 △ 0.6 △ 1,712
農 業 用 41,867 44,276 5.8 2,409
合 計 820,363 811,905 △ 1.0 △ 8,458
※合計には浴場営業用と臨時用を含む

表１　業務量

項目 単位 5年度 6年度

給 水 人 口 人 7,556 7,370
給 水 戸 数 戸 5,132 5,145
配 水 量 1,242,988 1,213,863
有 収 水 量 820,363 811,905
有 収 率 ％ 66.0 66.9
一日平 均配 水量 3,396 3,325
一日最 大配 水量 4,074 3,615
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●配水管等整備事業 

 道路改良等に合わせ老朽化

した配水管の更新を進め、安定

した水道水の供給を図りまし

た。 

◇配水管布設替工事 3件 

口径75㍉㍍・150㍉㍍ 

延長679.66㍍  

3,578万3千円 

◇配水管新設工事 1件 

口径300㍉㍍ 

延長92.54㍍ 2,002万円 

◇仕切弁整備工事 1件 

口径75㍉㍍・100㍉㍍ 

2台 242万円 

湖北地区基幹管路整備工事 

●設備整備事業 

浄水場等の老朽化した設備

の更新を行いました。 

◇厚岸浄水場薬品注入設備整

備工事 1件 3,300万円 

●上水道地区地下水源調査委

託業務ほか 

 新たな地下水源の可能性を

調査するため井戸掘削を行い

ました。 

◇調査及び検討委託業務一式 

2,542万1千円 

●配水管更新実施設計委託業務 

今後、実施予定の上水道施設 

更新のための実施設計を行い

浄水場薬品注入設備整備工事 

ました。 

◇配水管更新設計委託業務(宮

園) 一式  

2,011万9千円 

◇尾幌地区送配水管移転工法

概略設計業務 一式 

 665万5千円 

●メーター設備事業 

 水道メーターの設置や有効

期間が満了となるメーターの

取替えを行いました。 

◇新設23台 撤去19台 

取替444台 

合計486台 3,483万2千円 

検 満 メ ー タ ー取替工事 

令和６年度に行った事業 

※水道事業の決算は、地方公営企業法に基づき、

複式簿記による損益計算書と貸借対照表で経営

成績や財務状態を明らかにするほか、公営企業

の特徴として、予算と同様、経営活動に関する

「収益的収支」と投下資本の増減に関する「資本

的収支」の二つの決算報告書を作成します。 

表４　貸借対照表 (単位：千円、税抜)

2,000,807 1,048,865

有 形 固 定 資 産 1,952,196 企 業 債 1,039,988

土 地 ･ 立 木 120,297 引 当 金 8,877

建 物 3,956 130,400

構 築 物 1,357,588 企 業 債 84,516

機 械 及 び 装 置 341,610 未 払 金 43,308

車両および運搬具 1,081 引 当 金 1,784

工具器具及び備品 2,042 預 り 金 792

建 物 附 属 設 備 532 282,986

建 設 仮 勘 定 125,090 1,462,251

無 形 固 定 資 産 48,611

電 話 加 入 権 108

庁 舎 利 用 権 48,503 625,177

207,057 120,436

現 金 預 金 166,444 資 本 剰 余 金 24,550

未 収 金 30,714 利 益 剰 余 金 95,886

貯 蔵 品 9,899 745,613

2,207,864 2,207,864

繰 延 収 益

（資産の部） （負債の部）

固 定 資 産 固 定 負 債

流 動 負 債

資 産 合 計 負 債 資 本 合 計

負 債 合 計

（資本の部）

資 本 金

流 動 資 産 剰 余 金

資 本 合 計

表３　損益計算書 (単位:千円、％、税抜)

項目 5年度 6年度 増減率

営 業 収 益 256,558 254,302 ▲ 0.9

営 業 費 用 254,208 255,847 0.6

営 業 利 益 2,350 ▲ 1,545 ▲ 165.7

営 業 外 収 益 58,519 50,293 ▲ 14.1

営 業 外 費 用 15,908 15,398 ▲ 3.2

経常利益(▲損失) 44,961 33,350 ▲ 25.8

特 別 利 益 0 0 －

特 別 損 失 0 0 －

純利益(▲純損失) 44,961 33,350 ▲ 25.8
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水道料金は、令和４年度に、

基本料金を据え置きつつ、水量

料金の各区分を 30 円増額し、

全体で約 10.8％の引き上げと

なる改正が行われました。その

算定期間は令和４年度から令

和８年度までで、以後、５年毎

に見直すこととしています。 

 現在、水道課では、経営や施

設の現状、前回の料金改定時に

残された課題などを踏まえな

がら、令和９年度からの料金の

見直し作業に取り掛かってい

ます。 

【経営の現状と見通し】 

 令和６年度までの実績は、料

金改定時の計画値と比較して、

収入では、給水収益が家事用及

び農業用で計画を上回ったも

のの、業務用で計画を大きく下

回り、給水収益全体で約 3.2％

の減となりました。一方で、他

会計補助金は、令和５年度から

財源資金の運用見直しを行い、

投資的経費に充てる計画であ

った一般会計繰入金を経常経 

費に充てるよう組み直したこ

とにより、経常収支を保つこと

ができました。 

また、支出では、人員配置に

よる人件費の減があったもの

の、その他の維持管理に係る費

用については、物価高騰などが

要因で、主に委託料、修繕費、

動力費及び薬品費が 10％～

40％ほど増となり、令和４年度

から令和６年度の全ての年度

において、合計費用が計画を約

2.8％上回りました。 

結果として黒字経営を維持

することができたものの、投資

的経費の財源として補填する

ための内部留保資金の積立て

は計画を約39.0％下回り、予定

していた建設改良事業を縮小

しなければならず非常に厳し

い状況にあります。 

【施設の現状と見通し】 

 総延長約160㎞で町内を網羅

している配水管は、耐用年数の

40 年を経過している管路が

84.7㎞、全体の約52.7％を占

めており、修繕や更新は行いつ

つも老朽化による漏水が発生

し、経営に与える影響が年々大

きくなっています。 

配水管の更新は、重要幹線と

位置付けた基幹管路約８km を

令和５年から国の補助金等を

活用して更新を行っておりま

す。 

 また、浄水施設は、昭和49

年に厚岸浄水場を門静に建設

し、建設から51年が経過。９

年後には耐用年数の60年を迎

えるため、水源の見直しを含め

た浄水場の更新を検討してい

ます。 

【経営改善方策】 

 コンビニ収納やスマホアプ

リ決済の対応など水道料金納

付の利便性向上に努め、水道事

業に対する国や道の補助金等

を最大限に活用し、一般会計が

負担すべきものや政策的配慮

に関するものは応分の負担を

求めることで、経営の改善に努

めています。 

水道事業の現状 ～料金改定から３年が経過して～ 

編集後記 

▼４月に水産農政課農政係から異動し、水道課業務係に配属になりました長崎

です。以前は、家畜衛生対策に関する業務等を担当していました。以前とは、

全く異なった業務内容のため、４月からの約11ヶ月、業務に慣れない日々が続

き、毎日があっという間に過ぎていっております。 

初めての経験のため、覚えることも多く、まだまだ勉強中ではありますが、 

これからも、一生懸命取り組んでいきますので、どうぞよろしくお願いします。

（長崎）

この広報誌は、町のホームページでもご覧いただけます。 
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